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映画館とは、とても親切な商売である。劇場のスクリーンに映像を投影し、その体験を観客に
サービスとして提供することを旨とするビジネスであるが、多くの劇場は年中無休で営業してい
るし、開館時間も朝早くから夜遅くまでと長い。概して同じ作品を何度も繰り返し上映している
ので、都合のよい日時を選んで行けばいいし、予約せずに思い立って出かけても、大抵は見る
ことができる。しかも、作品は日本映画、外国映画を問わず、ジャンルも多種多様、入場料もせ
いぜいちょっとした外食1回分くらいで済む。
文化・芸術としての表現の美しさや情感の豊かさに身近に触れることができ、人生観や世界
観を学ぶ時間ともなり、生きる喜びと幸せをもたらしてくれる。美術館や博物館も展示施設とし
て同じような役割を果たしているが、概ね閉館時刻は早いし、休館期間も結構長い。音楽や
演劇などの実演芸術では、公演期間が長いものもあるが、多くは一回だけだから、その日そ
の場所を逃したら、二度と体験できない。それらに比べると、映画館はなんて顧客に優しいビ
ジネスなんだろうと、感嘆せざるを得ない。
このビジネスモデルは、映画産業の垂直的な支配による興行のブロックブッキング制が崩壊し
た後、シネマコンプレックスとミニシアターという両極の興行形態を生み出すことによって、実質
的に継承されてきたわけだが、そこで提供される映像の姿は今世紀になって大きく変貌した。
ベルトコンベヤーの如くシネコンへ運ばれてくる作品の中心はアニメとODSで、実写映画はま
るで添え物のように見える。それに応じて、観客の志向も少数のヒット作か、ターゲットが極端
に限られた作品に分裂し、もっぱら後者に属する膨大な数の映画群を引き受けているのがミニ
シアターである。だが、この二極化することで成り立ってきたビジネスモデルも、もはや瀬戸際に
来ているのかもしれない。

本調査は、映画館などから直接提供された1年間の上映作品リストと、上映関連イベントなど
の事業に関する詳細なレポートから成る貴重なデータを基に、映画館の日常活動への評価・
分析を試みたものである。興行側の腰の低さゆえか、観客側の無関心ゆえか、はたまた行政
や研究者の怠慢ゆえか、生業としての映画館の実態を実証的に測定するような調査は、これ
まで行われてこなかった。『映画上映活動年鑑』においても初の試みとなる今回の調査では、
サンプル数は3件と少ないが、映画祭が母体となって生まれたミニシアターで、映画館経営に
加え、フィルムコミッションや移動上映を行っている団体、前身の映画館を受け継いだミニシア
ター、映画館閉館後のホールを拠点に移動上映を行っている団体と、来歴や活動内容に大き
な違いはあるものの、それぞれ地域に深く根づいた上映活動を行っている団体からのデータ
である。このリストやレポートに記載された驚くべき多様な上映作品と多彩なイベントの数々か
ら、映画館とは毎日どのようなことをやることで観客との関係を結んでいるところなのかを、具体
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的に知ることができるのである。
その内容は、年間の上映作品リストに基づく多様性の評価と、特集上映や関連イベントなどか
ら見た地域における芸術文化の振興や人材育成へのポテンシャルという社会的・教育的意義
に基づく地域性への評価、という二つの方向からさまざまな指標を設定し、ポイントによる量的
評価と指標ごとの質的評価を組み合わせることで、客観的な判断材料とするものである。点
数を付けるといっても、これは決して映画館の優劣を測るための調査ではない。むしろ、上映
作品の多様性の実態を数字にして表すことにより、映画館がそれぞれの地域の事情や観客
の志向に応じた独自性を発揮し、地域間における文化格差の是正を図ることに貢献している
という公共的性格を可視化させることになるのである。

とはいえ、スタートしたばかりの調査ゆえ、まだまだ課題は多い。もとより、この調査は上映作品
の多様性や関連事業の社会的・教育的意義を反映した指標を基に、映画館やシネマテーク
など日常的に上映活動を行っている組織や団体への公的支援の可能性を検討するための基
礎データにすることにある。その意味で、今後とも関係者各位より本調査への理解と協力をい
ただくことにより、サンプル数を増やしていくことが、まずは望まれる。
また、評価の指標となる項目についても、さらなる検討が必要だ。上映活動の多様性を測る指
標として、映画作品を全国での公開館数により大別し、それらが年間の総上映本数に占める
割合に応じてポイントを付与しているが、総数の多寡によって数字は大きく変動してしまう。ま
た、地域に根ざした上映活動に着目するうえで、年齢層など観客の実態把握は欠かせないし、
映画館による集客への努力も考慮したい。映画館が立地する市町村の人口規模を調整値と
して勘案することも提案されているが、精度の高い係数の設定が求められる。
そして、何よりも、本調査を単年度で終わらせることなく、継続していくことが重要である。映画
館での上映作品は、当然ながら製作・配給側の動きに大きく左右されるし、近隣の映画館や
自主上映などの動向にも強く影響を受ける。そのため、どの映画館一つ取っても、経営者の
交代や上映方針の変更、ひいては休館・閉館・廃業などの事態に陥るリスクは避けられない。
これとは対照的な現状として、新たに小規模な映画館や定期上映の場を作る動きもあるため、
継続的に定点観測を続けていく必要がある。また、映画館が一義的には映画を観るための場
所であることに変わりはないとしても、地域社会や観客が映画館に求める価値や付加価値に
は変化の可能性があることから、活動を評価するための指標も、常に再検討が求められる。
そして、映画館の側から見ても、他の地域の映画館の活動実態を客観的に眺めることにより、
本調査が各映画館による多様で独自性のある活動をさらに推し進めていくための後押しにな
ることが望まれていると言えよう。

今後、映画館のビジネスモデルがどのように変貌しようとも、その場での映像体験が観客にと
ってかけがえのない心の糧となり、新たな創造へのインスピレーションを与えてくれる、真に「顧
客に優しい商売」であり続けるために、どのような支援の方策があり得るのか、本調査がその
答えを導くための設計図として機能していくことを期待したい。




